
女性の再就職支援事業 【広島県】

・本県の女性の就業率（25～44歳）は、77.4％（令和２年国勢調査）と
なっており，前回調査(平成27年)と比較して5.1ポイント上昇し、出産・
育児期の女性の離職により就業率が落ち込む、いわゆるＭ字カーブは改善
傾向にある。一方で、女性の正規雇用比率は、20歳代後半をピークに、そ
の後は右肩下がりで低下していく、いわゆるＬ字カーブとなっており、女
性は結婚・出産・育児等のライフイベントの関係で離職した後、ブランク
を経て再就職するにあたり非正規雇用となるケースが多い。

地域の実情と課題

「働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま」
・官民等が連携して発足した組織
・同会議の構成団体として県内全２３市町が加入しており、市町主催の

未就業女性を主な対象とするセミナーや市町が運営する子育て支援施設
等を通じて「わーくわくママサポートコーナー」を広く周知した。

連携団体

・子育て世代は、勤務時間や勤務場所、保育所の確保等の制約や就職時の
子供の預け先の確保などのハードルがあり、早期就職が困難になる恐れが
あるため、就職ニーズに対して、きめ細やかなキャリアコンサルティング
を行う必要がある。
・非正規雇用者は雇用調整の対象になりやすい等の課題から雇用形態や業
種転換を希望する女性への就業支援を強化していく必要がある。またキャ
リアチェンジやリスキリングの意識啓発を図り、デジタルスキルの習得等
により、成長分野等の希望する職種への再就職を後押ししていく。

今後の課題

・利用者数は、ひろしまコーナーで314人、ふくやまコーナーで335人と、
目標の920人には届かなかったが、就職者数は、ひろしまコーナーで186人、
ふくやまコーナー214人と、目標の280人を上回ったことから、早期再就職
に向けた活動の支援を行うことができた。
・利用者アンケートにおいては、「相談してよかった」「次の行動が見え
てきた」「問題が明確になった」という声が多くあった。

事業の効果

【目的】再就職希望者に対して、新たな業種や職種にチャレンジするため
のキャリアコンサルティングを実施するとともに、就職活動に伴う一時保
育等の経費を助成することなどにより制約を取り除き、早期再就職を支援
する。
【目標】括弧内は実績
・わーくわくママサポートコーナー初回利用者数920人（649人）
・わーくわくママサポートコーナー就職者数280人（400人）
・わーくわくママサポートコーナーを通じた就職率30％以上（31.4％）

目的・目標

・従来のキャリアコンサルティングや就職活動のノウハウ等に関する相談、
仕事と家庭の両立相談及び子育て支援情報等の提供に加えて、新たに実施
するキャリアコンサルティングにおいて、デジタルスキルの棚卸しや成長
分野へのキャリアチェンジ、デジタルスキル習得（リスキリング等）への
意識啓発等の情報提供を行った。
・就職活動中に子供の一時預け先を確保する必要がある相談者に対して、
保育所情報等を提供するとともに、託児に要する経費を助成し、早期再就
職に向けた活動を支援した。

事業の特徴

個別事業費 28,055 千円

交付金額 8,000 千円
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○わーくわくママサポートコーナーにおける相談対応・デジタル分野の情報提供
・「わーくわくママサポートコーナー」（広島・福山・Web）に女性相談員を配置するとともに、オンラインでの相談対応を行
うなど個別キャリアコンサルティング機能を強化し、早期再就職を希望する女性にきめ細やかな相談対応を行った。

○託児料支援の実施
・就職活動中に子供の一時預け先を確保する必要がある相談者に対して、保育所情報等を提供するとともに託児に要する経費
の助成（雇用保険受給者を除く、ただし雇用保険の待機期間中は対象）を行った。

また、女性が就業継続し活躍できる企業とのマッチングを支援するために、当交付金事業として実施する、デジタルスキル
習得（リスキリング等）への意識醸成やキャリアチェンジに向けた意欲向上を図るとともに、受入れ企業側に対しても女性の
採用・育成等などの意識啓発を図りマッチングを行う「女性離転職者等キャリア形成支援事業」や、他課が実施する就職氷河
期世代等の離転職者の再就職支援を行う「働きたい人全力応援ステーション」、また県内市町との連携を強化して支援を行っ
た。

事業の概要

【コーナー周知リーフレット】※制作費は交付対象外
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